消火器の取扱について（お知らせ）

平成２１年9月１５日午後４時５０分ごろ、大阪市東成区中本の民間駐車場に置かれていた消火器（約１０キログラム）1本が破裂。近所の市立中本小４年（１０歳）の頭部に直撃し大けがをされました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東成署によると、児童は同級生の男児と遊んでいて、消火器のピンを触っていたところ「ボーン」と、いう音とともに破裂、消火器本体は約１０メートル離れた路上まで飛んでいた、という。駐車場の管理を委託されていた男性は、平成２年ごろから、不用になった未使用の消火器４本を道路と隔てるフェンス沿いに野ざらしの状態で放置。破裂したのはこのうちの1本で平成元年製、という。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　製造元の「ヤマトプロテック」（東京都）によると、消火器は高さ６０センチメートル、直径２０センチメートルの鉄製で消火薬剤と高圧の炭酸ガスが充填（じゅうてん）されており、耐用年数は８年。同社の広報担当者は「古くなった消火器はなるべく早く更新するよう呼びかけているが、古い消火器の事故は年に数件報告されている。」と、している。
また、同年9月１６日午後３時１５分ごろ、福岡県行橋市沓尾の男性（６７歳）方の裏庭で、男性が納屋に置いていた消火器の薬剤を抜こうとレバーを握ったところ底部が破裂した。男性の下あごに消火器が当たり軽傷。１５日に大阪市で発生した消火器破裂事故を報道で知り、廃棄を思い立った、という。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　行橋署や行橋市消防本部の調べでは、消火器は高さ約５０センチメートル、直径約１２センチメートルの粉末加圧式。男性は薬剤を抜こうとしたが、さびついてスムーズにいかないため力任せにレバーを握った、という。このため圧縮空気が容器内で充満し、底部が腐食していたことから破裂したらしい。
　消火器は10数年前の購入とみられるが、老朽化でラベルは剥げ、製造年月日やメーカーは特定できない、という。
●老朽化した消火器の事故防止には
老朽化した消火器の使用時における事故とは・・・

消火器の使用時、安全ピンをはずし、消火レバーを握ることで本体内部にある加圧ガス容器が破れ、消火器内の圧力が上昇し、充てんされている粉末薬剤が噴出されます。この時、消火器内部は非常に高圧な状態となります。
　老朽化した消火器では、サビ・キズ・腐食等により本体の強度がなくなり、そのため高圧状態となった時に、破裂する危険性があります。

破裂の恐れのある消火器はこのような状態です
１　製造後８年以上経過している。（消火器交換の目安は約８年です）
２　キャップ（首の部分）や底部がさびついている。（事故の多くは、さびによる腐食が原因です）
３ 本体にへこみや変形がある。

●消火器を設置してはいけない場所
１．台所や湯沸室など湿気の多い場所（さびが発生しやすくなります）
２．直射日光のあたる場所（容器の酸化を進めます）
３．建物の外部（外に設置する場合は、専用ボックスに収納しましょう）
４．温度変化の大きい場所（腐蝕を早める場合があります）

消火器の廃棄について
消火器の廃棄方法等についてのご質問は
甲府地区消防本部予防課予防係　055－222－1291

又は、社団法人山梨県消防設備協会　　055－223－0119
http://www.y-ssk.or.jp/sabu27.html
までご連絡ください。
	○腐食した消火器
（参考資料）
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